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異を考慮して， Cu-Mn, Cu-Ni, Cu-Ge, Cu，-Pd，および Cu-Pt の合金系の各組成，各温度での膨大
かっ精密な測定を行ない，原子寸法以外の効果を次々に否定した手法はきわめて確実でしかも優れて
し 1 る。
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また，高速転位の歪み場と溶質原子のまわりの歪み場との相互作用について独自な立場で計算を行
ない，摩擦力の実測値とよく一致する寸法効果の理論を完成したのは特筆に値いする。
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